



































究室について」『井上円了研究』７号、153 ～ 159 頁参照）。昭和 31 年に設置され、責任者は宮西一積氏（日本思
想史）、顧問は井上円了の長男の玄一氏、その他に助手２名という組織であった。この学祖研究室の目的は、「翌































































































































　しかし、創立 100 周年の時に、井上円了研究も 10 年を迎えて一定の成果をあげたことから、今後の研究の継続

























たためである。こうして、昭和 53 年から東洋大学ではじまった井上円了研究は、30 年以上にわたって継続され、
現在では井上円了に関するテレビ番組の放映や新たな学外の研究者よる問題提起が出るようになって、井上円了の
業績や人間像が社会的に認識されるようになってきた。
　30 年以上、井上円了研究に携わってきた私の個人的な感想では、昭和 62 年の 100 周年で提起された井上円了像
からスタートしたが、現在では新たな人間・井上円了像がまとめられる研究状況に至ってきているのではないかと
考えている。それは、初期の思想の解明などが進んできているからである。最近では外国人の研究者による本格的
な井上円了研究が出るようになった。われわれ日本人には気づかなかった視点から、新たな井上円了が提起される
という、井上円了研究の国際化が進んでいる。そのことは、近代日本に大きな役割を果たした井上円了が改めて評
価される時代に入ってきたことを示しているのだろう。
